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広報

　9月12日（日）、　井手町消防団（綱田貞二団長）は、
泉ヶ丘中学校グラウンドにおいて、平成22年度井手町消防
団町長査閲を行いました。町長査閲は、消防団員の団結と
士気高揚を図るために行われているもので、団員らは７月
末から週３日、査閲に向けて夜間訓練を重ねてきました。
　当日は、「各個訓練」、「礼式訓練」、「小隊訓練」、「中隊訓
練」、「小型ポンプ操法」などの各種訓練を各部の団員がそれ
ぞれ受け持ち、その成果を披露しました。
　各訓練では指揮者の号令のもと、これまで繰り返し行っ
てきた訓練の内容を迅速かつ的確に行い、各訓練が終わる
ごとに来賓の方々から大きな拍手を受けていました。　
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2010-10 広報いで ２

い で の ま ち かい で の ま ち か どど

ウオッチング

　
９
月
　
日
（
水
）、
山
城
勤
労

１５

者
福
祉
会
館
で
Ｊ
Ｒ
奈
良
線
複

線
化
促
進
協
議
会
（
会
長
＝
汐

見
明
男
井
手
町
長
）
の
平
成
　２２

年
度
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
開
会
に
あ
た
り
汐
見
会
長

は
、「
協
議
会
の
長
年
の
要
望
活

動
や
利
用
促
進
の
た
め
の
取
り

組
み
の
成
果
と
京
都
府
を
は
じ

め
関
係
各
位
の
ご
理
解
と
ご
支

援
に
よ
り
、
よ
う
や
く
第
２
期

の
高
速
化
複
線
化
実
現
に
向
け

て
具
体
的
な
協
議
を
始
め
る
段

階
へ
た
ど
り
着
け
ま
し
た
。
こ

の
重
要
な
時
期
に
私
ど
も
協
議

会
と
し
て
も
京
都
府
と
一
体
と

な
っ
て
、
ま
た
京
都
府
と
肩
を

並
べ
る
規
模
で
利
用
促
進
の
取

り
組
み
を
強
め
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。」と
あ
い

さ
つ
。

　
続
い
て
、
奥
田
Ｊ
Ｒ
西
日
本

京
都
支
社
企
画
課
長
、
関
京
都

府
建
設
交
通
部
交
通
政
策
課
長

ら
が
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
平
成
　
年
度
決

２１

算
や
平
成
　
年
度
事
業
計
画
・

２２

予
算
な
ど
を
承
認
・
決
定
し
た

ほ
か
、
沿
線
自
治
体
の
複
線
化

へ
の
決
意
と
利
用
促
進
の
強
化

を
改
め
て
示
し
た
特
別
決
議
を

採
択
し
ま
し
た
。

各校のエコ活動が発表されました

に
手
伝
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
、

カ
レ
ー
づ
く
り
に
挑
戦
し
て
い

ま
し
た
。

　
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
３
校
で
連

携
し
た
取
り
組
み
を
行
う
ジ
ョ

イ
ン
ト
・
ア
ッ
プ
推
進
事
業
の

一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の

で
、
今
年
度
は
「
エ
コ
」
を
テ

ー
マ
に
各
校
の
活
動
と
今
後
の

予
定
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
全
員
で
協
力
し
て

カ
レ
ー
作
り
を
行
い
、
午
後
か

ら
は
、
エ
コ
活
動
を
よ
び
か
け

る
チ
ラ
シ
の
作
成
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。

　
８
月
　
日
（
水
）、
き
ら
き
ら

１８

ラ
ン
ド
の
子
ど
も
た
ち
が
、
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
椿
坂
で
か

ま
ど
炊
き
体
験
と
カ
レ
ー
づ
く

り
を
行
い
ま
し
た
。

　
体
験
に
は
、
子
ど
も
　
人
と

２４

保
護
者
　
人
、
き
ら
き
ら
ラ
ン

１４

ド
の
運
営
委
員
７
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
お
母
さ
ん

　
８
月
　
日
（
木
）、
山
吹
ふ
れ

１９

あ
い
セ
ン
タ
ー
で
、
ジ
ョ
イ
ン

ト
・
ア
ッ
プ
夏
季
合
同
研
修
会

が
開
催
さ
れ
、
泉
ヶ
丘
中
学
校

と
井
手
・
多
賀
両
小
学
校
の
教

員
、
町
立
保
育
園
の
保
育
士
ら

　
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

６５

　
８
月
　
日
（
水
）、
大
正
池
グ

１８

リ
ー
ン
パ
ー
ク
で
、
泉
ヶ
丘
中

学
校
の
生
徒
会
と
、
井
手
・
多

賀
両
小
学
校
の
児
童
会
が
サ
マ

ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
ま

し
た
。

Ｊ
Ｒ
奈
良
線
の

　
全
線
複
線
化
に
向
け
て

サ
マ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

み
ん
な
で

　
　
か
ま
ど
炊
き
体
験

ジ
ョ
イ
ン
ト
・
ア
ッ
プ
　
　

　
　
　
　
夏
季
合
同
研
修

な
で
し
こ
会
受
賞
報
告

　
各
校
の
学
力
向
上
に
向
け
た

取
り
組
み
・
２
学
期
以
降
の
取

り
組
み
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
愛
知
教
育
大
学
教
授

の
志
水
廣
さ
ん
に
よ
る
「
井
手

町
学
力
向
上
に
向
け
て
」
と
題

し
た
演
習
を
含
む
講
義
、
愛
知

県
刈
谷
市
の
中
学
校
教
諭
、
小

林
美
記
代
さ
ん
に
よ
る
「
学
力

充
実
と
生
徒
指
導
の
あ
り
か

た
」
と
題
し
た
講
義
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

あいさつを述べる
汐見会長

真剣な表情でかまどに
お米を入れる子ども達

やる気を引き出すため声かけを
しながら丸付けを行う演習の様子

受賞報告を行うなでしこ会メンバー

　
８
月
　
日
（
木
）、
道
路
の
清

２６

掃
や
花
壇
の
整
備
な
ど
に
取
組

む
道
路
愛
護
団
体
に
贈
ら
れ
る

国
土
交
通
大
臣
表
彰
を
受
賞
し

た
な
で
し
こ
会
（
中
坊
眞
理
子

代
表
）
が
汐
見
町
長
に
受
賞
報

告
を
行
い
ま
し
た
。

　
な
で
し
こ
会
は
平
成
　
年
か

１４

ら
活
動
し
て
お
り
、
上
井
手
区

公
民
館
前
の
花
壇
の
整
備
と
管

理
、
歩
道
の
清
掃
活
動
が
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

協議会の様子
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９
月
７
日
（
火
）、
敬
老
の
日

を
前
に
、
今
年
度
百
歳
を
迎
え

る
町
内
の
お
年
寄
り
を
汐
見
町

長
が
訪
問
し
、
お
祝
い
金
と
記

念
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
日
に
長
寿
の
お
祝
い
を

受
け
ら
れ
た
の
は
、
山
本
秀
太

郎
さ
ん
（
井
手
）
を
含
む
３
名

の
方
で
、
汐
見
町
長
は
い
つ
ま

で
も
お
元
気
で
い
て
く
だ
さ

い
、
と
声
を
か
け
ら
れ
て
い
ま

し
た
。　

　
９
月
３
日
（
金
）、
平
成
　
年
２３

度
か
ら
　
年
間
の
ま
ち
づ
く
り

１０

の
指
針
と
な
る
第
４
次
総
合
計

画
策
定
に
向
け
て
、
総
合
計
画

審
議
会
が
役
場
で
開
か
れ
ま
し

た
。
　
審
議
会
で
は
、
出
席
し
た
委

員
ら
に
汐
見
町
長
か
ら
委
嘱
状

が
手
渡
さ
れ
、
互
選
に
よ
り
会

長
、
副
会
長
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
総
合
計
画
の
基

本
構
想
と
基
本
計
画
の
策
定
に

つ
い
て
汐
見
町
長
か
ら
審
議
会

へ
諮
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
や
、
４
月
に
実
施
し
た
ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
住
民
ア
ン
ケ

ー
ト
の
結
果
な
ど
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
会
長
、
副
会
長
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

   会
長
　
　
福
田
　
宏
司

   副
会
長
　
村
田
　
喜
昭
      

　
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

９
月
　
日（
火
）か
ら
　
日（
木
）

２１

３０

ま
で
の
間
、
全
国
一
斉
に
実
施

さ
れ
、
井
手
町
で
は
９
月
　
日
２１

（
火
）
と
　
日
（
木
）
の
早
朝
、

３０

綴
喜
交
通
安
全
協
会
井
手
支
部

の
方
や
町
議
会
議
員
、
区
長
、

田
辺
警
察
署
員
ら
が
町
内
　
ヵ
１２

所
に
分
か
れ
交
通
安
全
指
導
を

行
い
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
玉
水
駅
と
山
城
多
賀
駅

で
は
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
啓
発

用
品
を
配
布
し
、
交
通
安
全
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。　

交通安全指導の様子

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

総
合
計
画
審
議
会

　
９
月
４
日
（
土
）、
自
然
休
養

村
管
理
セ
ン
タ
ー
で
、
文
化
講

演
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
文
化
講
演
会
は
、
７
月
に
発

足
し
た
井
手
町
文
化
協
会
（
小

川
俊
雄
会
長
）
が
設
立
記
念
と

し
て
行
う
初
め
て
の
事
業
で
、

約
１
０
０
人
の
参
加
者
が
あ
り

ま
し
た
。

　
講
演
会
で
は
、
京
都
産
業
大

学
文
化
学
部
教
授
の
小
林
一
彦

さ
ん
を
招
き
「
王
朝
び
と
あ
こ

が
れ
の
井
手
」
と
題
し
た
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
井
手
町
に

ま
つ
わ
る
和
歌
や
古
典
文
学
を

と
り
あ
げ
、
当
時
の
教
養
人
に

と
っ
て
井
手
の
地
が
い
か
に
魅

力
的
で
あ
っ
た
か
解
説
さ
れ
ま

し
た
。

　
９
月
５
日
（
日
）、
新
し
く
完

成
し
た
玉
川
砂
防
公
園
で
井
手

町
体
育
協
会（
山
本
一
男
会
長
）

主
催
の
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
大
会
が
開
か
れ
　
名
が
参

７１

加
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
晴
天
の
下
プ
レ
ー

を
楽
し
み
ま
し
た
。
上
位
の
結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称

略
）　
　
優
勝
　
　
横
田
　
竹
治

　
準
優
勝
　
横
田
　
春
雄

　
３
位
　
　
田
中
　
義
一

自
分
の
身
は
自
分
で
　
　

　
　
　
守
る
を
合
言
葉
に

委嘱状を受ける審議会委員

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
　
　
　

　
　
　
　
ゴ
ル
フ
大
会

古典を通して井手町の
魅力が解説されました

ロングホールでフルスイングを
する参加者

汐見町長から記念品を
受け取る山本さん

　
９
月
　
日
（
火
）、
自
然
休
養

１４

村
管
理
セ
ン
タ
ー
で
、
井
手
玉

川
大
学
の
第
２
回
講
座
が
開
催

さ
れ
１
１
９
名
の
受
講
生
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
講
座
で
は
、
京
田
辺
市
消
防

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

講演を聞く受講生

署
井
手
分
署
の
山
崎
道
彦
さ
ん

が
「
消
防
と
防
災
に
つ
い
て
」

と
題
し
、
自
分
の
身
を
自
分
で

守
る
た
め
日
ご
ろ
か
ら
の
防
災

対
策
の
重
要
さ
を
講
演
し
ま
し

た
。

文
化
講
演
会
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▼

　8月26日（木）、井手町社会福祉協議会（中坊溥会長）に国際ソ
ロプチミスト南京都（南橋光子会長）から車椅子５台が寄贈され
ました。
　車椅子は扱いやすい軽量タイプのもので、社会福祉協議会では
小学校での車椅子学習や希望者への一時貸し出しなどに活用して
いく予定です。

　　 ▼

　8月24日（火）、子育てひろば「ぽっかぽか」で子育て
応援ネットワーク(巽敦予代表)主催の、いでっ子夏まつ
りが初めて開かれ約60人の親子が参加しました。
　まつりでは、親子が折り紙などで遊んだ後、カジカガ
エル保護友の会の小川俊雄会長から、カジカガエルの生
態や会の活動を教わり、最後にはイデレンジャー（イデ
レンジャー推進委員会・岡本愛代表）が登場し、自然の
大切さを呼びかけながら子ども達と交遊していました。

～ゴミの減量化にむけて～
　平成２０年度の井手町の家庭ゴミの総排出量は２,６２０ｔ
　　住民１日ひとり当たりの総排出量は７７８ｇで、約７５％が燃やすゴミ
　平成２０年度の井手町の家庭ゴミの排出量は、収集車による直接収集が２,４１１ｔとボランティア団体による
廃品の集団回収ゴミ２０９ｔの合計２,６２０ｔになります。
　このうち、直接収集ゴミを住民１日ひとり当たりの排出量に換算すると７７８ｇで、内訳は、燃やすゴミが
５８５ｇ（7５.２％）、その他ゴミ等１１６ｇ（1４.９％）で、資源化ゴミ７７g（９.９％）となっています。
　この排出量を井手町が加入する城南衛生管理組合（宇治市・城陽市・八幡市・久御山町・宇治田原町・井
手町）の平均と比較すると、総排出量で本町が１６７ｇも多く、そのほとんどにあたる１４２ｇが燃やすゴミとな
っています。一方、その他ゴミは１９ｇ少なく、資源化ゴミは４４ｇ多くなっていますが、表にあらわれていな
い集団回収ゴミが城南衛生管理組合１２９ｇに対して本町は６７ｇと少ない為、結果的に資源化ゴミが１８ｇ少な
い計算となります。
　このようなことから、井手町のゴミの排出状況は、他の市町と比べて分別や水切が十分に出来ていない状
況がわかると思います。
　城南衛生管理組合では、定期的に収集したゴミの中身を調べる展開検査を行っていますが、現実の問題と
して本町の燃やすゴミの中にはカンやビン、その他ゴミの混入率が他市町と比べて高く、こうした状況が燃
やすゴミの排出量を多くし、資源化ゴミを少なくしているものと考えられます。

今後の取り組み方法
　本町では循環型社会を築いていく為、環境に対する負荷の軽減に取り組んでいます。ゴミの減量化や再
資源化は、住民皆さんが「ゴミの排出者」として自覚し、実践して頂くことが大切です。
　取り組みの方法としては、ゴミそのものを減らす、生ゴミの水切、再資源化ゴミの再利用・再生利用など
があり、近隣市町でも進められている燃やすゴミの透明袋化も大切なゴミの減量対策の一つと言われてい
ます。今後、ゴミの減量化や再資源化を進めるにはどの方法が効果的か検討し、環境に負荷の掛らない取り
組みを進めていきたいと考えています。

,

平成２０年度　城南衛生管理組合管内　
１日１人当たり排出量

可燃, 443g
72.4%

管内　家庭ゴミ１日１人当たり　611g

平成２０年度　井手町　１日１人当たり排出量

可燃（燃やすゴミ）
585g,75.2%

井手町　家庭ゴミ１日１人当たり　778g

恩 温桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

不燃（その他ゴミ）
粗大ゴミ

116g, 14.9%

資源物,３３ｇ
5.4%

資源物,77ｇ
9.9%

不燃,粗大ゴミ 
135g　22.1%
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▼

　9月12日（日）、山城勤労者福祉会館で井手町体育協会
（山本一男会長）主催の町民バドミントン大会が開催され
ました。
　大会には8チーム、総勢60名が参加し熱戦を繰り広げま
した。大会結果は次のとおりです。
 　Aの部優勝　なかよしチーム
    Ｂの部優勝　泉ヶ丘二世チーム

▼

　9月21日（火）、井手町明るい選挙推進協議会（河野拙也
会長）と町選挙管理委員会（宮本安委員長）による「明る
い選挙啓発ポスター」と「明るい選挙啓発標語」の審査会
が自然休養村管理センターで行われました。
　ポスターは、町内3校の小・中学生から合計53点応募があ
りました。審査会では、入選作品を12点選び、その中から
6点を京都府選挙管理員会で選考される「第2次審査会」へ
出展しました。また、標語の審査を行い3点中3点を「第2次
審査会」へ出展しました。　

「住宅用太陽光発電システム」に
補助金補助金を支給します！

　
地
球
温
暖
化
の
防
止
お
よ
び
環
境

へ
の
負
荷
が
少
な
い
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生
可
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ー
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図
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、

町
内
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用
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光
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ム
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す
る
方
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、

設
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用
の
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部
を
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す
る
も
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。

　
町
内
で
自
ら
が
居
住
す
る
住
宅
に

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
、

太
陽
光
発
電
協
会
（
Ｊ
‐
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）

か
ら
住
宅
用
太
陽
光
発
電
導
入
支
援

対
策
費
補
助
金
の
交
付
決
定
通
知
書

を
受
け
た
方

※
平
成
　
年
４
月
１
日
以
降
に
設
置
 

２２

 （
設
置
住
宅
を
購
入
し
た
場
合
も
、 

   同
日
以
降
の
購
入
）

※
Ｊ
‐
Ｐ
Ｅ
Ｃ
か
ら
「
補
助
金
交
付

　
決
定
通
知
書
」を
受
け
た
後
、
１
年

　
を
経
過
す
る
と
補
助
が
受
け
ら
れ

　
な
く
な
る
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　太陽光発電システム1ｋＷあたり
　
　町　　　　　　　　３万円　
　国（Ｊ‐ＰＥＣ）　　７万円　
　
　　　　　　　計　　１０万円

3ｋＷのシステム設置で⇒３０万円　
　　　　　　　　　の補助金
※それぞれ申請条件等がありますので
　ご確認ください。

　
平
成
　
年
３
月
　
日
（
木
）
ま
で
に
所
定

２３

３１

の
申
請
書
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窓
口
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。

提
出
書
類

○
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で
配
布
）

○
Ｊ
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Ｅ
Ｃ
の
補
助
金
交
付
申
請
書
（
兼
 

   完
了
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告
書
）
及
び
補
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金
交
付
決
定
書
 

   の
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○
太
陽
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発
電
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ス
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の
設
置
状
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 認
で
き
る
写
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○
売
買
契
約
書
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し
（
設
置
住
宅
を
購
入
 

    し
た
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合
に
限
る
）

　
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
最
大
出
力
に
対

し
て
１
Ｋ
Ｗ
あ
た
り
３
万
円
を
補
助
（
１
件

あ
た
り
　
万
円
を
上
限
）

１０

補
助
補
助
金金

申
請
方

申
請
方
法法

町、国の補助を受ける町、国の補助を受けるとと

問合せ･申請先　産業環境課　℡　８２‐６１６８まで

対対
象象

恩 温桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶
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子育て支援センターからのお知らせ
　子育て支援センターは、玉川保育園にあります。
【ＴＥＬ・ＦＡＸ:0774－82－2232】
★子育て支援センターは、事業の日だけでなく毎日開いています。
★子育てで困った時、しんどい時の相談も受けています。
★利用時間　：　月曜日　～　金曜日　午前9時30分～午後4時00分
　　　（ちょいと気分転換という気軽な気持ちで遊びに来てください。）

10・11月の事業　時間：午前10時～
土金木水火月日
16151413121110/10

さんさん会（ＯＰ）
リトミック

（支援センター）

さんさん会
（支援センター）

遊びの広場
育児相談と同時実施
（保健センター）

多賀保育園園庭開放
竹の子ひろば

休日

23222120191817
ぴよぴよ広場

（支援センター）
さんさん会

（支援センター）
 よちよち広場
（支援センター）

 竹の子ひろば
 おでかけ広場
（西部公民館）
多賀地区

30292827262524
玉川保育園園庭開放
（支援センター）

さんさん会
（支援センター）

いづみ園庭開放
竹の子ひろば

 

6543211/131
さんさん会

（玉泉苑・わくわく広場）休日 竹の子ひろば

13121110987
さんさん会

（支援センター）
とことこ広場

（支援センター）
多賀保育園園庭開放
竹の子ひろば

子育てサークルの紹介・活動
さんさん会：午前１０時～ １２時
　　【妊婦～３歳位の子どもとその保護者】
　　代表：乾（０９０－３８６６－２５８５）
竹の子ひろば：午前１０時半～１２時
　　【未就園児の子どもとその保護者】　　　　　　
　　代表：巽（８２－２４３６）
ベジッ子クラブ：午前9時半～１２時
　　【食育に興味のある方】　　　　　　　　　　
　　代表：平間（０９０－５３６７－０３９７）
カモミール（キッズケア）　　
　　【未就園児の子どもとその保護者】　　　　　　
　　代表：平間（０９０－５３６７－０３９７）
★初めての方は、代表まで連絡ください。

各広場の対象　　場所：子育て支援センター

＊とことこちゃん広場：1歳半～就学前の子どもとその保護者
＊よちよちちゃん広場：7ヶ月～１歳半位の子どもとその保護者
＊ぴよぴよちゃん広場：妊婦～６ヶ月位の子どもとその保護者
＊おでかけ広場：妊婦～就学前の子どもとその保護者

＊どの事業も予約なしでいつでも参加できます。

第23回環境まつり
　　　　下水道まつり同時開催

恒例の「環境まつり」が環境まつり実行委員会主催で開催されます。

＜日時＞10月31日（日）午前10時～午後3時まで（雨天中止）

＊当日、天候が微妙な場合はお電話いただくか（℡：075-631-0825）、

城南衛生管理組合ＨＰ（http://www.jyounaneikan.jp）をご確認くださ

い。

《場所》洛南浄化センター運動広場および城南衛生管理組合（クリーン

ピア沢）

《イベント内容》

◎リユース家具や再生自転車のリサイクル市◎フリーマーケット（300

店）◎構成市町展示ブース◎衣服のリフォーム教室（要事前予約）◎エ

コクッキング教室（要事前予約）◎各種環境啓発コーナー◎自転車タク

シー◎人力車◎新鮮野菜の朝市◎下水道まつり（施設見学・その他）◎

うまいもの横丁など

※会場へは、CO2削減のため、無料バスをご利用いただくか、自家用車

の場合は、できるだけ乗り合わせでご来場ください。　

《お問合せ先》環境まつり事務局・城南衛生管理組合広報情報課

　　　　　　（℡075‐631‐0825）

発車時刻バス乗り場

10時40分8時50分ＪＲ玉水駅前

10時45分8時55分ワタキューセイモア
（株）本社前

１１時００分９時１０分
ＪＲ京田辺学研

山手行きバス停

（家電量販店向かい）

１１時３０分９時４０分イベント会場

発車時刻バス乗り場

15時30分13時20分イベント会場

１６時０５分１３時５５分ＪＲ京田辺バス停

１６時２０分１４時１０分ワタキューセイモア
（株）本社前

１６時２５分１４時１５分イベント会場

無料シャトルバス（かえり）

無料シャトルバス（行き）

※雨天中止の場合、シャトルバスの運行は

　ありません（バス停に掲示予定）
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　いづみ人権交流センターでは、すべての人が光り輝く社会をめざして、身近に人権について考え共に学習を深め
ることを目的に、人権問題啓発事業として、人権講座「きらめき」を開催します。学習を通して、人権への関心を
高めましょう。
　参加を広く呼びかけていますので、ぜひこの機会にお申込みください。
◇学習予定

◇会　　場　  いづみ人権交流センター 研修棟
◇対　　象　  １６歳以上の井手町在住または在勤者
◇申 込 み　　いづみ人権交流センターに、直接または電話かファックスでお申込みください。
                      その際、名前・住所・連絡先・地区名（在勤者の場合は勤務先）・受講希望日をお
　　　　　　　知らせください。
　　                   [いづみ人権交流センター]
　　　　　　　　    電話　８２-３３８０　ファックス　８２-４１１２
◇そ の 他　　詳しくは、いづみ人権交流センターまでお問いあわせください。　　　　   　

人権講座「きらめき」のお知らせ

内容日時

「ぼくは１３歳　職業、兵士。

        ～ウガンダの元子ども兵が教えてくれたこと～」

     [講師]  鬼丸昌也さん（NPO法人テラ･ルネッサンス理事長）

１０月１８日（月）

19時～20時30分

「あーよかったな　あなたがいて

         ～「つながりと感動」を合言葉に地域を変える！」

     [講師]  仲島正教さん（教育サポーター）

１１月８日（月）

19時～20時30分

「これでなっとく！部落の歴史

         ～近現代の部落史から未来を見通す～（前編）」

     [講師]  上杉聰さん（大阪市立大学 人権問題研究ｾﾝﾀー特任教授）

１１月２４日（水）

19時～20時30分

「これでなっとく！部落の歴史

         ～近現代の部落史から未来を見通す～（後編）」

     [講師]  上杉聰さん（大阪市立大学 人権問題研究ｾﾝﾀー特任教授）

１２月８日（水）

19時～20時30分

　公共下水道への接続をお願いします！！
　現在、井手町では99.3％の公共下水道整備が完了しており、田村新田区を除くほとんどのご家庭
において下水道に接続していただくことができます。
　下水道施設の整備が完了し、供用開始となった地域では、下水道法に基づき下水道への接続が義務
づけられています。
　公共下水道へまだ接続されていないご家庭は早期の接続をお願いいたします。

☆下水道に接続するとどんなメリットがある？
・下水道に接続すると環境衛生が向上するだけではなく、
汲み取りや浄化槽の維持管理が不要になります。

　汲み取り式のトイレは悪臭やハエ・蚊などの害虫が発生
し、環境衛生に悪影響を及ぼします。浄化槽を設置されて
いる場合でも、適正な維持管理ができていないと機能が低
下し、汚れた水が側溝等へ流れることになります。
　また、浄化槽の場合、維持管理には定期的な保守点検費
用、汚泥処理費用、法定検査手数料などの費用がかかりま
す。
　これらの費用のことを考えると、接続工事に一時的な負
担はかかりますが、長い目で見れば公共下水道に接続する
メリットは大きいものがあります。

☆公共下水道に接続するには？
①町の指定を受けた指定工事店に見積もりを依頼して
　ください。
②指定工事店と契約してください。
③町へ「排水設備等確認申請書」を提出（指定工事店
　が行います。）
④工事完了後、町へ「使用開始届」を提出（指定工事
　店が行います。）
⑤施工した指定工事店の責任技術者立会いのもと、町
　の担当者が完了検査を行います。

※井手町では、接続工事の資金面での負担を少しでも軽くするよう、金融機関に資金融資あっ旋をする制度を設け 
   ていますのでご相談ください。
※役場の上下水道課に指定工事店の一覧表があります。
   井手町ホームページ（http://www.town.ide.kyoto.jp/file/haisui-siteigyousya.pdf）からダウンロードも可能です。
   お問い合わせ　上下水道課　℡82－6169
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お
昼
ご
飯
、
飲
み
物
、
上
靴
、
動
き
や
す

い
服
装
、
汗
ふ
き
タ
オ
ル

申
込
締
切
／
　
月
４
日
（
木
）

１１

申
込
方
法
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
は
が
き
に
て
左
記
の
所
へ
。

＊
氏
名
、
住
所
、
連
絡
先
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／

〒
６
１
９
‐
０
２
１
４
　
木
津
川
市
木
津
上
戸
　１５

　
　
　
　
　
相
楽
聴
言
セ
ン
タ
ー
　
担
当
：
長
山

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
話
　
０
７
７
４
（
　
）
６
８
６
２

７２

O

そ
の
他
／
 
Ｈ
Ｐ
、
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
、
磁
気
誘
導
ル

ー
プ
に
て
情
報
保
障
を
行
い
ま
す
。

聴
こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
て
　
　
　
　

お
ら
れ
る
方
の
た
め
の
学
習
・
交
流
会

　
み
な
さ
ん
、
最
近
、「
聴
こ
え
に
く
く
な
っ
た
」
と

か
、「
耳
鳴
り
が
止
ま
ら
な
い
」
な
ど
、
耳
の
こ
と
で

悩
ん
で
お
ら
れ
ま
せ
ん
か
？

　
こ
の
度
、
聴
こ
え
に
関
し
て
の
講
演
と
交
流
会
を

開
催
し
ま
す
。
ご
本
人
・
ご
家
族
・
聴
こ
え
に
関
心

を
持
っ
て
い
る
方
な
ど
、
み
な
さ
ん
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

日
時
／
　
月
　
日
（
金
）
午
後
１
時
～
午
後
４
時

１０

２９

場
所
／
和
束
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
和
束
町
役
場

　
医
療
法
人
社
団
石
鎚
会
田
辺
中
央
病
院
　
　
　
　

　
小
児
科
部
長
　
近
江
園
 善
一
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　（
お
お
み
ぞ
の
 よ
し
か
ず
）
先
生

　
乳
幼
児
を
持
つ
父
親
・
母
親
に
、
急
な
発
熱
な
ど

い
ざ
と
い
う
と
き
に
慌
て
ず
対
処
で
き
る
よ
う
な
知

識
を
身
に
つ
け
て
も
ら
い
ま
す
。

申
込
先
／
京
都
府
山
城
北
保
健
所
　
企
画
調
整
室

（
℡
０
７
７
４
‐
　
‐
２
１
９
９
）
に
電
話
で
お
申
し

２１

込
み
く
だ
さ
い
。

保
育
ル
ー
ム
／

人
数
に
制
限
が
あ
り
ま
す
。　
月
　
日
（
金
）
ま
で

１０

２２

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
生
後
６
ヶ
月
以
上
就
学

前
ま
で
の
お
子
さ
ま
が
対
象
で
す
。）

目
の
健
康（
ア
イ
ヘ
ル
ス
）診
査

　
糖
尿
病
網
膜
症
と
緑
内
障
は
、
気
が
つ
か
な
い
う

ち
に
進
行
し
、
失
明
に
つ
な
が
り
ま
す
。
早
期
発
見

と
適
切
な
治
療
が
失
明
の
危
険
か
ら
あ
な
た
を
ま
も

り
ま
す
。　
歳
を
過
ぎ
た
ら
、
目
の
健
康
の
た
め
に

５０

定
期
的
に
眼
科
で
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
度
、
目
の
健
康
に
つ
い
て
の
健
診
を
左
記
の

と
お
り
行
い
ま
す
の
で
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
／
町
内
に
住
所
を
有
す
る
　
歳
以
上
の
方

５０

日
時
／
　
月
　
日
（
水
）
午
後
１
時
～
３
時
半

１０

２７

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

申
込
方
法
／
電
話
に
よ
る
申
し
込
み
を
受
付
い
た
し

ま
す
。
た
だ
し
、
先
着
　
名
に
て
締
切
り
と
さ
せ
て

６０

い
た
だ
き
ま
す
。

予
約
受
付
日
時
／
　
月
　
日
（
水
）
よ
り
（
午
前
　

１０

２０

１０

時
半
～
正
午
、
午
後
１
時
半
～
４
時
半
）

予
約
受
付
電
話
番
号
／
綴
喜
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

（
℡
　
‐
０
１
７
７
）

６２
費
用
／
無
料

主
催
／
綴
喜
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

後
援
／
井
手
町
・
田
辺
中
央
病
院

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
発
売
中

　
１
等
･
前
後
賞
合
わ
せ
て
　
　
　
　

　
　
２
億
５
，
０
０
０
万
円
！
！

発
売
期
間
／
　
月
　
日
（
火
）
ま
で

１０

１９

抽
選
日
／
　
月
　
日
（
火
）

１０

２６

　
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町
村
の
明
る
い
ま
ち

づ
く
り
や
環
境
対
策
、
高
齢
化
対
策
な
ど
地
域
住
民

の
福
祉
向
上
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

救
命
講
習
会
開
催
の
お
知
ら
せ

日
時
／
　
月
７
日
（
日
）
午
前
９
時
～
正
午

１１

場
所
／
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署
会
議
室

定
員
／
　
名
程
度

１０

参
加
費
／
無
料

受
付
期
間
 ／
　
月
６
日
（
土
）
ま
で

１１

問
い
合
わ
せ
／
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署
　（
℡

　
‐
３
０
０
０
）

８２
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
さ
れ
ま

し
た
か

　
戸
建
て
住
宅
・
店
舗
併
用
住
宅
・
共
同
住

宅
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
寝
室
・
階
段
・
台
所

な
ど
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

※
悪
質
な
訪
問
販
売
な
ど
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。
消
防
署
や
消
防
団
が
販
売
を
し
た
り
、

特
定
の
業
者
に
販
売
を
委
託
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
田
辺
市
消
防
本
部

予
防
課
（
℡
　
‐
７
８
２
６
）
ま
た
は
、
京

６３

田
辺
市
消
防
署
　
井
手
分
署
（
℡
　
‐
３
０

８２

０
０
）
ま
で

暮
ら
し
の
行
政
困
り
ご
と
相
談

『
予
約
不
要
、
無
料
相
談
、
秘
密
厳
守
』

日
時
／
　
月
　
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

１０

１８

場
所
／
賀
泉
苑

◎
「
行
政
相
談
」
を
広
く
国
民
の
皆
様
に
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、
今
年
度
は
、　
月
　
日
（
月
）
か
ら

１０

１８

　
日
（
日
）
ま
で
の
１
週
間
を
全
国
一
斉
の
行
政
相

２４談
週
間
と
し
て
い
ま
す
。

　
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
行
政
相
談
委
員
が

困
り
ご
と
相
談
所
を
開
設
し
、
地
域
の
皆
様
の
声
を

お
聞
き
し
ま
す
。

　
皆
様
の
相
談
相
手
と
し
て
道
路
、
河
川
、
郵
便
、
福

祉
な
ど
国
や
特
殊
法
人
の
仕
事
に
関
す
る
苦
情
・
要

望
・
問
合
せ
を
受
付
、
解
決
の
促
進
を
は
か
り
、
今

後
の
行
政
運
営
に
反
映
さ
せ
ま
す
。

　
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
一
人
で
悩
ま
ず
、

な
ん
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。　
　
　
　

平
成
　
年
度
・
お
父
さ
ん
、お
母
さ
ん

２２

の
た
め
の
小
児
救
急
医
療
講
座
　
　

　
～
小
児
の
急
な
病
気
の
知
識
と
対
処
法
～

日
時
／
　
月
　
日
（
土
）
午
後
２
時
～
午
後
４
時
半

１０

３０

場
所
／
京
都
府
田
辺
総
合
庁
舎
保
健
所
棟
講
堂

（
ア
ク
セ
ス
：
Ｊ
Ｒ
京
田
辺
駅
か
ら
北
へ
約
２
０
０

ｍ
）（
京
田
辺
市
田
辺
明
田
１
）

内
容
／

講
演
「
小
児
の
急
な
病
気
の
知
識
と
対
処
法
」

　
　
月
は
、
町
府
民
税
の
第
３
期
、
後
期
高
齢
保
険
料
第
４
期
、
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
の
第
５
期
納
期
限
で
す
。（
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
） 

１０
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【
成
人
・
高
齢
者
保
健
事
業
】

《
山
吹
体
操
ク
ラ
ブ
・
健
康
相
談
》

日
時
／
　
月
　
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
３
時

１０

１４

場
所
／
賀
泉
苑

日
時
／
　
月
４
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
３
時

１１

場
所
／
玉
泉
苑

対
象
／
　
歳
以
上

６５

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡

　
‐
３
４
９
９
）
ま
で

８２ 【
わ
く
わ
く
広
場
】

日
時
／
　
月
５
日
（
金
）
午
前
　
時
～
正
午

１１

１０

場
所
／
玉
泉
苑

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡

　
‐
３
４
９
９
）
ま
で

８２【
乳
幼
児
健
康
診
査
】

《
１
歳
半
健
診
》

日
時
／
　
月
８
日
（
月
）

１１

対
象
／
Ｈ
　
・
３
・
１
か
ら
Ｈ
　
・
５
・
８
生

２１

２１

ま
れ

受
付
／
午
後
１
時
～
１
時
半

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
母
子
手
帳
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い

【
予
防
接
種
･集
団
接
種
】

《
ポ
リ
オ
》

日
時
／
　
月
　
日
（
火
）
午
後
２
時
～
２
時
　
分

１０

１９

４５

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
母
子
手
帳
と
予
診
票
を
必
ず
持
参
し
て
く

だ
さ
い

＊
「
予
防
接
種
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
は
毎
回
必
ず

読
ん
で
く
だ
さ
い

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡
　８２

‐
３
３
８
５
）
ま
で

 

《
太
極
拳
（
入
門
・
初
級
）》

日
時
／
　
月
　
日
（
金
）・
　
日
（
金
）

１０

１５

２９

い
ず
れ
も
、
午
後
１
時
半
～
３
時

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
・
上
履
き

《
大
正
琴
》

日
時
／
　
月
　
日
（
金
）
午
前
　
時
～
正
午

１０

２９

１０

持
ち
物
／
大
正
琴
・
楽
譜

《
ペ
ン
習
字
》

日
時
／
　
月
　
日
（
火
）・
　
日
（
月
）

１０

１２

２５

午
後
１
時
半
～
３
時

《
手
芸
教
室
》

日
時
／
　
月
　
日
（
木
）

１０

１４

午
後
１
時
半
～
３
時
半

《
歴
史
学
習
》

日
時
／
　
月
　
日
（
月
）
午
前
　
時
～
正
午

１０

１８

１０

＊
各
教
室
の
材
料
費
等
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ

ン
タ
ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

【
親
と
子
の
絵
本
の
会
】

日
時
／
　
月
　
日
（
土
）
午
後
２
時
～

１０

１６

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育
課
（
℡
　８２

‐
５
７
０
０
）
ま
で

【
生
き
生
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
（
白
玉
ぜ
ん
ざ

い
を
作
り
ま
し
ょ
う
）】

日
時
／
　
月
　
日
（
水
）
午
後
１
時
半
～

１０

２０

場
所
／
玉
泉
苑

対
象
／
　
歳
以
上
の
方
お
よ
び
障
害
の
あ
る
方

６０

＊
事
前
申
込
が
必
要
で
す

＊
毎
月
　
日
発
行
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン

２０

ク
だ
よ
り
」
で
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
詳
し
い

内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡

　
‐
３
４
９
９
）
ま
で

８２【「
Ｋ
Ｙ
Ｏ
の
あ
け
ぼ
の
大
学
」
基
礎
講
座
】

日
時
／
　
月
　
日
（
土
）
午
後
１
時
半
～

１０

２３

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育
課
（
℡
　８２

‐
５
７
０
０
）
ま
で

の
隣
に
あ
り
ま
す
）

対
象
／
聴
こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
方
と

そ
の
ご
家
族
、
聴
覚
障
害
者
福
祉
関
係
者
、
ま
た
は

関
心
の
あ
る
方

参
加
費
／
無
料

申
込
締
切
／
　
月
　
日
（
木
）
ま
で
に
左
記
ま
で
ご

１０

２１

連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
／
〒
６
１
９
‐
０
２
１
４

木
津
川
市
木
津
上
戸
　
　
相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン

１５

タ
ー
　
担
当
：
長
山

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
話
　
０
７
７
４
（
　
）
６
８
６
２

７２

そ
の
他
／
当
日
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

要
約
筆
記
や
磁
気
誘
導
ル
ー
プ
な
ど
の
情
報
保
障
も

あ
り
ま
す
。

【
秋
季
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
】

日
時
／
　
月
　
日
（
日
）
午
前
８
時
半
～

１０

２４

場
所
／
泉
ヶ
丘
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

【
和
太
鼓
交
流
教
室
】

日
時
／
　
月
　
日
（
水
）・
　
日
（
水
）

１０

１３

２７

い
ず
れ
も
、
午
後
７
時
～
９
時

場
所
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

【
和
太
鼓
教
室
（
サ
ー
ク
ル
）】

日
時
／
　
月
　
日
（
土
）・
　
日
（
土
）

１０

１６

３０

い
ず
れ
も
、
午
後
１
時
半
～
３
時
半

【
和
太
鼓
教
室
】

日
時
／
　
月
　
日
（
土
）・
　
月
６
日
（
土
）

１０

２３

１１

　
　
　
午
後
１
時
半
～
３
時
半

場
所
／
い
ず
れ
も
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン

タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
児
童
館
（
℡

　
‐
４
１
１
２
）
ま
で

８２【
い
づ
み
ま
な
び
教
室
】

　
　
　
　
　
　
　
月
は
、
井
手
地
区
の
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
月
で
す
。
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い

１０

【
心
配
ご
と
相
談
・
行
政
相
談
】

日
時
／
　
月
　
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

１０

１８

場
所
／
賀
泉
苑

日
時
／
　
月
１
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

１１

場
所
／
玉
泉
苑

【
無
料
法
律
相
談
】

日
時
／
　
月
　
日
（
月
）
午
後
２
時
～
４
時

１０

２５

場
所
／
玉
泉
苑

＊
心
配
ご
と
相
談
は
、
第
１
月
曜
日
は
玉
泉

苑
、
第
３
月
曜
日
は
賀
泉
苑
で
開
設
し
て
い

ま
す
。

＊
無
料
法
律
相
談
は
予
約
制
と
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
℡
　
‐
３
４
９
９
）
ま
で

８２

【
障
害
者
相
談
】

日
時
／
　
月
　
日
（
火
）・
　
日
（
火
）

１０

１２

２６

　
　
　
　
月
９
日
（
火
）

１１

午
後
１
時
半
～
４
時

場
所
／
役
場
西
別
館
１
階
相
談
室

【
母
子
の
相
談
・
教
室
】

《
育
児
相
談
》

日
時
／
　
月
　
日
（
水
）

１０

１３

受
付
／
午
前
９
時
半
～
　
時
半
　

１０

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時
／
　
月
　
日
（
水
）

１１

１０

受
付
／
午
前
９
時
半
～
　
時
半

１０

場
所
／
西
部
公
民
館

《
あ
そ
び
の
広
場
》

日
時
／
　
月
　
日
（
水
）

１０

１３

受
付
／
午
前
９
時
半
～
　
時
　

１１

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡

　
‐
３
３
８
５
）
ま
で

８２【
こ
こ
ろ
の
相
談
室
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）】

日
時
／
　
月
　
日
（
火
）・
　
日
（
火
）

１０

１２

２６

　
月
９
日
（
火
）

１１午
前
　
時
半
～
午
後
２
時

１０

場
所
／
い
ず
れ
も
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン

タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ

ン
タ
ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

ス
ポ
ー
ツ

講
座
・
教
室

各

種

相

談

子

育

て

健

康
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☆
主
な
新
着
資
料
の
紹
介
　
　
月
１０

一
般
書

「
お
台
場
ア
イ
ラ
ン
ド
ベ
イ
ビ
ー
」　
　

　
　
　
                           伊
与
原
新

「
線
の
波
紋
」　

　
　
　
　
  長
岡
弘
樹

「
告
解
者
（
コ
ッ
カ
イ
シ
ャ
）」　

　
　

　
　
　
　
                        大
門
剛
明

「
孤
舟
」　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
淳
一

「
砂
の
上
の
あ
な
た
」　
　
　
白
石
一
文

「
妻
の
超
然
」　
　
　
　
　
　
絲
山
秋
子

「
お
別
れ
の
音
」　
　
　
　
　
青
山
七
恵

【
開
館
日
】
火
曜
日
～
日
曜
日

【
開
館
時
間
】

　
月
～
３
月
　
午
前
　
時
～
午
後
５
時

１０

１０

☆
　
月
・
　
月
の
休
館
日

１０

１１

　
月
４
・
　
・
　
・
　
・
　
日

１０

１２

１８

２５

２８

　
月
１
・
４
・
８
・
　
・
　
・
　
・

１１

１５

２２

２４

　
・
　
日

２５

２９

☆
貸
し
出
し
冊
数
お
よ
び
期
間

図
書
は
１
人
　
冊
、　
２
週
間

１２

雑
誌
は
１
人
５
冊
、　
２
週
間

視
聴
覚
資
料
は
１
人
３
点
、　
１
週
間

児
童
書

「
ぼ
く
が
お
お
き
く
な
っ
た
ら
」　
　
　

　
                           い
も
と
よ
う
こ

「
と
げ
と
げ
」　
　
　
　
　
佐
藤
茉
莉
子

「
か
し
こ
い
さ
か
な
は
か
ん
が
え
た
」
　

　
　
　
　
　
　
ク
リ
ス
・
ウ
ォ
ー
メ
ル

「
カ
エ
デ
騎
士
団
と
月
の
精
」　

　
　
　
　
　
リ
ー
ッ
カ
・
ヤ
ン
ッ
テ
ィ

「
世
界
が
ぼ
く
ら
を
ま
っ
て
い
る
！
」
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
藤
有
為
子

　
月
・
　
月
の
図
書
館
行
事

１０

１１

《
親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い
》

　
月
９
日
（
土
）・
　
月
　
日
（
土
）

１０

１１

１３

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
か
ら

《
親
と
子
の
絵
本
の
会
》

　
月
　
日
（
土
）・
　
月
　
日
（
土
）

１０

１６

１１

２０

い
ず
れ
も
午
後
２
時
か
ら

《
秋
の
お
は
な
し
会
》　

　
月
　
日
（
日
）
午
後
２
時
～

１０

２４

《
雑
誌
の
リ
サ
イ
ク
ル
》

　
月
　
日
（
土
）
～
　
月
　
日
（
日
）

１１

２０

１１

２８

熱愛
香納諒一
刑事くずれの探偵・鬼束啓一
郎は、ヤクザの次男坊・仁科
英雄に依頼され、謎の殺し屋
“ミスター”を探すことに。
英雄・大輝兄弟とミスターの
正体を探るうち、鬼束は裏社
会の抗争に巻き込まれ…。『文
蔵』連載に加筆し書籍化。

癌

贋

岩

雁

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

Ｑ
．
免
除
さ
れ
た
保
険
料
を
納
め
た
い
の
で
す
が
。

Ａ
．
国
民
年
金
で
保
険
料
を
免
除
さ
れ
た
期
間
は
、

老
齢
・
障
害
・
遺
族
の
各
基
礎
年
金
で
は
、
年
金
を

受
け
る
た
め
の
資
格
に
つ
い
て
保
険
料
を
全
額
納

め
た
と
き
と
同
じ
権
利
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
で
は
、
保
険

料
を
全
額
納
め
た
の
に
対
し
て
、
全
額
免
除
期
間

は
２
分
の
１
、
４
分
の
３
免
除
期
間
は
８
分
の
５
、

半
額
免
除
期
間
は
４
分
の
３
、
４
分
の
１
免
除
期

間
は
８
分
の
７
で
計
算
さ
れ
ま
す
（
注
）
。
ま
た
、

学
生
納
付
特
例
と
若
年
者
納
付
猶
予
に
よ
っ
て
全

額
免
除
さ
れ
た
期
間
は
、
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金

額
に
は
反
映
さ
れ
な
い
カ
ラ
期
間
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
免
除
期
間
に
つ
い
て
、
後
で

ゆ
と
り
が
で
き
た
と
き
に
、　

年
以
内
で
あ
れ
ば

10

保
険
料
を
追
納
し
て
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
に
近

づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
追
納
で
き
る
期
間
の
順
序
は
先
に
免
除
さ
れ
た

期
間
か
ら
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
学
生
納
付
特
例

と
若
年
者
納
付
猶
予
の
期
間
は
、
先
に
追
納
す
る

こ
と
も
選
択
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
保
険
料
の
追
納
に
は
納
付
書
が
必
要
で

す
。
納
付
書
の
発
行
は
申
込
み
が
必
要
で
す
の
で
、

住
所
地
を
管
轄
す
る
年
金
事
務
所
ま
で
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

（
注
）
平
成
　
年
３
月
以
前
に
免
除
さ
れ
た
期
間
は
、

２１

全
額
免
除
で
３
分
の
１
、
４
分
の
３
免
除
で
２
分

の
１
、
半
額
免
除
で
３
分
の
２
、
４
分
の
１
免
除
で

６
分
の
５
で
計
算
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

あしたのお弁当
飯島奈美
映画「かもめ食堂」などの料
理を手がける著者が、忙しい
朝でもムリなく作れるような
手軽なお弁当や、作りおきし
たおかずでサッと仕上げられ
るお弁当などを紹介。『ｍａｍ
ａ’ｓ　ｃａｆｅ』掲載に加
筆し書籍化。

ぼくなにをたべてたか
わかる？
みやにしたつや
もぐもぐもぐ、あむあむあ
む、しゃりしゃりしゃり、
ぷちゅぷちゅ。ごっくん！
何かを食べていたゴリラく
ん。お皿には残った皮が…。
いろいろな食べる音も楽し
い絵本。

大きな運転席図鑑
きょうからぼくは運転手
佐藤幹夫//編
新幹線、電車、はしご車、ショ
ベルカー、路線バス、帆船、潜
水調査船など、１０種類の
乗り物の運転席を大きな写真
で紹介。立てて見ると、気分
はまさに運転手。どうやって
運転するかや、どんな人が運
転しているかもわかります。
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★ごみは、朝９時までに出してください。
★カン、ビン、ペットボトル、発泡トレー等は中身の見える袋で出してください。
★「乾電池」は「カン」の日に、「カセットボンベ缶、スプレー缶」は「その他」の日に、それぞれ別袋にして出してください。
★粗大ごみは、収集日の１週間前までに産業環境課へ電話予約（TEL８２‐6168）してください。（テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・ 
   洗濯機・エアコン・パソコンは除きます）
★テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・洗濯乾燥機・エアコン・パソコンは家電リサイクル品です。
※古紙等（新聞、雑誌、ダンボール・紙パックごとに分別のうえ）の収集は全地区毎週月曜日です。

その他
発　泡
トレー等

ペット
ボトル

粗大ごみビンカン燃やすごみ
 区　分
地　区 

水曜日
１０月１９日

１１月２日
１０月２１日１０月１４日１０月２８日１１月４日火・金曜日

北 区

南 区

水 無 区

水曜日
１０月１２日
１０月２６日
１１月９日

１０月２２日１０月１４日１０月２９日１１月５日月・木曜日

玉 水 区

石 垣 区

高 月 区

水曜日
１０月１３日
１０月２７日
１１月１０日

１０月２１日１１月４日１０月２８日１０月１４日火・金曜日上 井 手 区

水曜日
１０月２０日
１１月３日

１０月２１日１１月４日１０月２８日１０月１４日火・金曜日多 賀 全 区

※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場産業環境課（TEL82‐6168）まで

し尿収集日程

収集区域し尿収集
区域番号収集日

西北河原、東北河原、南口、西北ノ代、東北ノ代、北口、西北組、東
松ヶ花、茶臼塚、新造、東北組、甚五郎谷

⑨１０月２０日

阿弥陀寺、西南組、東南組、前川、立石、小払、岩倉、馬場崎、墓ノ平⑩１０月２１日

内垣内、奥西、帽子田、下川、判ノ地、石名田、高橋、谷村、宮ノ後、
天王山、蛇谷、粟岡、北赤坂、穴虫、南久保、浜、上ノ浜

⑪１０月２２日

安堵山、起、佃、平山、新四郎山、中島、西垣内、中垣内、東垣内⑫１０月２５日

里、玉ノ井、西高月、東高月、清水、栢ノ木、中溝、西山、尾ノ山、山
縁、田村新田

⑬１０月２６日

川久保、北玉水、辻垣内、野畑、山田、柏原、南玉水、久保、渋川、段
ノ下、扇畑、浜田、橋ノ本

⑭１０月２７日

梅ノ木原、野神、北猪ノ阪、南猪ノ阪、宮ノ本、西前田、北開、北溝、
南溝、下赤田、上赤田、鳥休、柴木田

⑮１０月２８日

ごみ収集日程表（10月11日～ 11月10日）

○１期完了しないまま7歳6ヶ月を超えた場合
    平成22年8月27日、予防接種実施規則の改正があり2期対象年
齢（9歳以上13歳未満）内で不足分の接種が可能となりました。接
種をご希望の方は保健センターに申し込んでください。

9歳～13歳未満の人6ヶ月～7歳6ヶ月未満の人
（標準的な接種期間は3歳～5歳）

1期初回3回接種可能
（接種間隔は守る）

特例なし
（今まで通りの接種）

1期を平成22年3月31日までに
一度も接種していない人

残りの回数を6日以上の間隔をあけて実施可能1期を平成22年3月31日までに
1回または2回接種している人

＊接種歴がご不明な場合や、ご質問がある場合は保
　健センターにお問い合わせください。
＊13歳以上で規定の回数を接種していない人の接
　種方法に関しては今のところ示されていません。
＊すでに自費で接種された場合については、接種費
　用をお返しできませんのでご了承ください。

お問い合わせ・接種申込み
保健センター　TEL（０７７４）８２－３３８５

○日本脳炎予防接種2期（対象年齢：9歳以上13歳未満）
　が再開されます
　平成22年8月27日より、新ワクチン「乾燥細胞培養日本脳炎ワク
チン」での接種が可能となりました。接種をご希望の方は保健セン
ターに申し込んでください。

日本脳炎定期予防接種についてのお知らせ　



月10/11
こころの相談室（午前１０時半～午後２時、いづみ人権交流センター）
障害者相談（午後１時半～４時、役場西別館１階相談室）
ペン習字教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）

火12

育児相談(午前９時半～１０時半、保健センター)
あそびの広場(午前９時半～１１時、保健センター)
料理教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センター）
ブルースハープ教室（午後７時半～９時半、いづみ人権交流センター）

水13

手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、賀泉苑）
ゆっくり学べるパソコン教室
(午後２時半～５時、午後６時半～９時、いづみ人権交流センター)

木14

太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）金15
和太鼓教室【サークル】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
親と子の絵本の会（午後２時～、山吹ふれあいセンター）土16

第３９回町民体育大会予備日日17
歴史学習（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
心配ごと相談・行政相談（午後１時～４時、賀泉苑）
人権講座（午後７時～８時半、いづみ人権交流センター）

月18

ポリオ（午後２時～２時４５分、保健センター）火19
生き生きふれあいサロン【白玉ぜんざいを作りましょう】
（午後１時半～、玉泉苑)水20
ゆっくり学べるパソコン教室
(午後６時半～９時、いづみ人権交流センター)木21
井手町戦没者追悼式（午前１０時～正午、自然休養村管理センター）
ブルースハープ教室（午後７時半～９時半、いづみ人権交流センター）金22
第９回井手共同作業所まつり（午前１０時半～、玉水公民館前広場）
「ＫＹＯのあけぼの大学」基礎講座（午後１時半～、山吹ふれあいセンター）
和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）

土23

秋季町民ソフトボール大会（午前８時半～、泉ヶ丘中学校）
秋のおはなし会（午後２時～、山吹ふれあいセンター図書館）日24
ペン習字教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
無料法律相談(午後２時～４時、玉泉苑）月25
こころの相談室
（午前１０時半～午後２時、いづみ人権交流センター）
人権絵手紙・パネル
（午前１０時～正午、午後１時～３時、いづみ人権交流センター）
障害者相談（午後１時半～４時、役場西別館１階相談室）

火26

和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センター）水27
健康教室（午前１０時～１１時半、いづみ人権交流センター）
ゆっくり学べるパソコン教室
(午後２時半～５時、午後６時半～９時、いづみ人権交流センター)

木28

大正琴教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
ブルースハープ教室（午後７時半～９時半、いづみ人権交流センター）

金29

和太鼓教室【サークル】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）土30
秋季町民ソフトボール大会予備日日31
無火災デー防火パレード
心配ごと相談・行政相談（午後１時～４時、玉泉苑）月11/1

火2
盛り上げよう！国民文化祭プレ大会　直前美化運動（町内全域）水3
山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、玉泉苑）
ゆっくり学べるパソコン教室
(午後２時半～５時、午後６時半～９時、いづみ人権交流センター)

木4

わくわく広場（午前１０時～正午、玉泉苑）金5
和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）土6
国民文化祭井手町「川柳の祭典」プレ大会
（午前９時半～午後４時、泉ヶ丘中学校）日7
１歳半健診（午後１時～１時半、保健センター）
人権講座（午後７時～８時半、いづみ人権交流センター）月8
こころの相談室（午前１０時半～午後２時、いづみ人権交流センター）
障害者相談（午後１時半～４時、役場西別館１階相談室）
ポリオ（午後２時～２時４５分、保健センター）

火9

育児相談(午前９時半～１０時半、西部公民館)
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センター）水10

出張徴収
【多賀】

住 民 カ レ ン ダ ー

行　　　　事曜月日

まちのカレンダまちのカレンダーー
（ 10月11日～ 11月10日）

発行：京都府綴喜郡井手町役場
編集：企画財政課
井手町ホームページ

 http://www.town.ide.kyoto.jp/ 
E-mail：info@town.ide.kyoto.jp

公共施設電話番号一覧
電話番号名　　称

0774－82－6161総　務　課
0774－82－6162企画財政課
0774－82－6163税　務　課
0774－82－6164住民福祉課
0774－82－6165高齢福祉課
0774－82－6166保健医療課
0774－82－6167建　設　課
0774－82－6168産業環境課
0774－82－6169上下水道課
0774－82－6171会計課
0774－82－6172議会事務局
0774－82－4333
0774－82－5700

教育委員会（学校教育課）
山吹ふれあいセンター（図書館・社会教育課）

0774－82－3380
0774－82－4112

いづみ人権交流センター
いづみ児童館

0774－82－3385保健センター
0774－82－3690地域包括支援センター
0774－82－2070泉ヶ丘中学校
0774－82－2119井手小学校
0774－82－2112多賀小学校
0774－82－2153玉川保育園
0774－82－2225多賀保育園
0774－82－4160いづみ保育園
0774－82－2232子育て支援センター
0774－82－4651環境衛生センター
0774－82－3617学校給食センター
0774－82－3838井手町まちづくりセンター椿坂
0774－99－4318町立デイサービスセンター
0774－82－3499老人福祉センター「玉泉苑」
0774－82－5059老人福祉センター「賀泉苑」
0774－82－3000京田辺市消防署　井手分署
0774－82－2001代 表 番 号井手町役場

出張徴収
【北・南】

妻夫住所

松 本　 翼外 山　 博井手

鈴木　のどか綱田　 竣介井手

林田　のぞか田中　 翔太井手

〈
婚
姻
〉

届出人赤ちゃん住所

喜 臣 薫 
かおる

廣 田井手

一 生 華  里  奈 
か り な

篠 田多賀

健 優  空 
ゆ あ

加 藤多賀

太 輔 旺  太 
おう た

小 麦多賀

洋 陵  翔 
りょう が

関 根井手

朱 梨 莉  夢 
り む

森 島井手

祐 二 琥  太  郎 
こ た ろう

原 田井手

〈
出
産
〉

（８月２０日から９月１９日までの届出分・敬称略）




